台湾演奏旅行(素案)
2011.4.27　　落合記
　　　
時期　　　　2011年11月28日～12月4日（7日間）
主催　　　　台湾・南投県音楽協会及び奇美実業曼陀鈴
演奏主体　　九州大学マンドリンクラブ同窓会有志

（同窓会の公式行事ではない。）

場所　　　　台湾・南投県埔里鎮ほか2ヶ所（台中よりバスで1時間）。台湾の「へそ」に当たる町。観光地である日月潭まではクルマで30分程度。）及び台南市。
費用　　　　100,000円程度（日本国内における練習会場費、旅費、宿泊費など）

演奏　　　　南投県埔里鎮を中心に、埔里鎮、草屯鎮、竹山鎮などでの演奏（地元音楽愛好家とのジョイント演奏会＝ステージは別）

　　　　　　　　　演奏時間は各小一時間程度。

　　　　　　また、台南市の演奏は、「台南市マンドリンフェスティバル的なもの（我々の訪問演奏にあわせ、規模の大きい「フェスティバル」になった。(当初は奇美実業のマンドリンクラブとのジョイントコンサートのみを企画。)
曲目　　　　台湾ではマンドリンはポピュラーではないので、親しみやすい曲、マンドリン音楽を理解しやすい曲を入れることも考慮する。
練習　　　　東京及び福岡で別々に練習し、現地(埔里＝11/29)で半日程度、一緒に練習する。
旅行社　　　飛行機についてはHISを利用。宿泊及び移動は落合がアレンジする。
宿泊　　　　埔里の宿泊は七里山瑭（民宿）の予定。（40人程度は宿泊可能。家族的な
もてなしをやってくれる。但し、付帯施設や備え付け備品、及びサービス
の質はホテルより落ちる。）
　　　　　　台南はホテル利用。
歓迎会など

　　　　　　ドルチェ（2009.5）が演奏旅行したときは初めてのマンドリン演奏のため、
埔里では市長主催の歓迎会、ライオンズクラブの歓迎会などが催された。
九大マンドリンクラブ（2010.3）の時は台南の奇美博物館ホールでの演奏
及び病院慰問演奏。台南では奇美実業オーナーの許文龍氏邸での歌と音楽

の集いに参加。

奇美博物館見学と世界的なバイオリンコレクションを特別鑑賞（ストラデ
ィバリ等）
観光　　　日月潭、埔里近郊の観光地、奇美博物館(その他、台南市内観光は演奏会が

“フェスティバル”となったことに伴い、どの程度、観光に時間が取れるか

は未定)
参加希望者の募集
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